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浮世絵とその製作技法

浮世絵：日本の伝統美術
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彫りの技術？摺りの技術？ ➯ 不明な点が多い

歴史的遺産であるため破壊的分析ができない → 非破壊的方法論を創出

まとめ

励起光 レイリー散乱
(一般的な光の散乱)

分子を反映した散乱

ラマン散乱 色のシフトから
分子の動きを読み解く

光で「分子」を分析する ➢ 80 年前の版木から浮世絵を復元する
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色材から近世の浮世絵技法を現代に甦らせる

祇園会ねりもの

ラマン散乱分光分析で当時使用された色材を明らかにする

➢ 色材のミクロな分布を明らかにする

紙の繊維

20 µm

モリブデン赤の色材分布
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➢ ラマン散乱分光法 〜非破壊的な分子分析法〜

※ラマン散乱分光法では，色のシフトを
Raman shift / cm-1で表現する

波長

励起光

紙の繊維上の
色材分布や種類は不明瞭？

カラー画像

ラマン散乱による色材の同定
モリブデン赤

ラマン分光法を用いた分子分析法 色材の種類・分布を非破壊的に分析
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